
３．記載事例・参考事例  

 

「２．（３）学校施設の実態 ①学校施設の運営状況・活用状況等の実態」の事例 

 

 

■習志野市学校施設再生計画 
→多角的な視点による現状把握 

 

・習志野市の学校施設が，公共施設全体に占める割合や建築年度別の保有状況を分析するとともに， 

児童生徒数の推計等を行っている。 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・また，少子化の進展に伴う余裕教室の発生について，平成 25年 5月 1日現在の小中学校における 

余裕教室の状況を次のとおり整理している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【図表：公立施設に占める学校施設の割合（建物）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表：学校施設の老朽化状況】 

平成 25 年 5 月 1 日現在では、小学校における保有普通教室は 456 教室に対し、余裕教室数

は 104 教室で、約 23％、中学校においては、保有普通教室数が 196 教室に対し、余裕教室数

は 51教室で、約 26％となっています。これらの余裕教室は、多目的室、学習室、放課後児童

会室、ランチルームなどに利用されており、有効的に活用されています。 

しかしながら、推計上では向山小学校や袖ケ浦東小学校、秋津小学校等、今後、各学年 1

クラスになってしまう学校もあり、適正規模を考慮し、施設の統合等も考えていかなければな

りません。一方で学校は教育の場であるとともに、地域コミュニティの拠点施設でもあり、慎

重な対応が必要です。 
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■公共施設等更新費用試算ソフト 

→簡易に公共施設の更新費用の推計を可能とする 

 

・財団法人自治総合センターが行った調査研究により開発されたエクセル試算ソフトを財団法人地 

域総合整備財団が更新した無料の公共施設等の更新費用試算ソフト。 

・試算方法が複雑化するのを避けて，地方公共団体の規模にかかわらず簡便に推計でき，将来の財 

政運営の参考にできるものとすることを重視している。 

 ・市町村が保有する学校等の公共施設や道路，橋りょう，上下水道などのインフラ資産を対象とし 

ている。 

・「学校教育系施設」や「市民文化系施設」などの施設の種類別ごとに、建替え、大規模改修について、

更新年数経過後に現在と同じ延べ床面積等で更新すると仮定し、必要な費用を試算。 

  

【図表：出力例】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・試算にあたっては、棟別の建築年度や建築面積等の基本的な項目を入力。 

・建替えに係る更新年数や更新単価等は任意の数値を設定することが可能。 

 

【図表：入力例】 
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「２．（３）学校施設の実態 ②学校施設の老朽化状況の実態」の事例 

 

 

■西尾市公共施設再配置実施計画 2014→2018 

 →構造体劣化調査による耐用年数の判定 

   

・西尾市では，建物の長寿命化を判断するため，コンクリートの圧縮強度試験や中性化試験等によ 

り構造体劣化調査を実施している。 

 ・調査対象は，建築後 30 年以上経過している RC の建物とし，調査結果に基づき，建物の物理的 

（構造的）耐用年数を今後期待できる建物の使用期限として 4 段階に分類している。 

・併せて，柱や梁（はり）などの骨組みとなるスケルトンと屋根や外装，内装，設備等のインフィ 

ルの目視調査で老朽化を判定。建物劣化調査結果については，4段階に分類して評価している。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表：鉄筋コンクリート造の構造体劣化調査の流れ】 

 

③コンクリートを削り取り、鉄筋をむき出しにして、鉄筋の腐食（さび）の状況を

①コンクリート壁のコア

②コンクリート（コア）の中性化

コンクリートはアルカリ性であるため鉄

筋の腐食（さび）を防いでいるが、中性化

が進んでいる場合、鉄筋が腐食している可

能性があるため、コンクリートを削り、鉄

筋を直接目視して確認した。 

②コンクリート（コア）の圧縮強度試験 
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【図表：構造体劣化調査に基づく物理的（構造的）耐用年数の分類】 

 

 

 

 

 

 

 

【図表：建築物劣化調査方法（イメージ図）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表：建築物劣化調査に基づく健全判定の分類】 
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■川崎市学校施設長期保全計画 

→評価区分と評価項目の設定 

 

・川崎市では，全市立学校の実態把握・評価を実施するに当たって，文部科学省の「学校施設の評 

価のあり方について～学校施設の改善のために～（最終報告）平成２１年３月」を参考とし，図 

表「施設評価区分と評価項目」のとおり，安全性，快適性，学習活動への適応性，環境への適応性，

その他の５つの観点を評価区分とし評価項目を設定。 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図表：施設評価の区分と評価項目（１）】 

 

 

評価区分 評価項目（詳細）

屋上・屋根の劣化状況

屋上金物の劣化状況

外壁の劣化状況

軒（バルコニー）の劣化状況

サッシの劣化状況

外部雑（金物等）の劣化状況

トップライトの転落防止対策の状況

内部床の劣化状況

内部壁の劣化状況

内部建具の劣化状況

内部天井の劣化状況

脆弱なガラス（スリガラス）の使用状況

窓ガラス等のひび割れ等

照明器具の取付金物等の腐食・ゆるみ等

吊り下げ式照明の使用状況

窓際に足掛かりとなる固定棚等の存在状況

体育館のトイレの整備状況

屋外から使用可能なトイレの整備状況

防災備蓄倉庫の整備状況

災害時に水を確保する設備の整備状況

自家発電設備の整備状況

門扉の施錠状況，電気錠の整備状況

防犯カメラの設置状況

外灯の設置状況

不審者の侵入を禁止する看板等の設置状況

舗装の劣化状況

Ｕ字溝の劣化状況

門扉の劣化状況

ﾌｪﾝｽの劣化状況，ﾌｪﾝｽ基礎の劣化状況

擁壁の劣化状況

ﾌﾞﾛｯｸ・万年塀の存在状況

段差の解消状況（玄関・廊下・トイレ）

手摺の設置状況（階段・トイレ）

車椅子対応トイレの設置状況

エレベータの設置状況

給水設備の整備状況（赤水発生等）

排水設備の整備状況

衛生面（臭い）

洋風便器の整備状況

トイレブースの劣化状況

便器の破損等の状況

トイレの衛生状況の点検，清掃活動状況

空調設備の整備状況

黒板の劣化状況

掲示板の劣化状況

転落防止対策

評価項目

教室の黒板等の整備状況

落下物等の

対策

非構造部材の

状況

安全性

快適性

建物の劣化

（老朽化）

防災対策

防犯対策

外構の舗装・塀等の劣化

バリアフリー対応

衛生設備に関する点検状況

空調設備の整備状況

トイレの整備状況

給排水設備の整備状況
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・設定した評価項目について，図表「評価区分別評価方法」のとおり，学校アンケートや現場調査等

により実態把握を行い，５つの評価区分の評価を実施。５つの観点のうち「安全性」と「快適性」

は，施設台帳の棟毎を基本に評価を行い，各棟の評価を床面積に応じて加重平均したうえで学校全

体評価とし，他の観点については，棟別ではなく学校全体で評価を行う。  

・これにより学校施設の実態を定量的に評価したデータを，図表「学校カルテ」のとおり， 

学校カルテとして一元化し，「見える化」を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表：評価区分別評価方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※CASBEE 学校：学校施設における総合的な環境性能評価手法（文部科学省） 

【図表：施設評価の区分と評価項目（２）】 

 

 

評価区分 評価項目（詳細）

インターネット設備の整備状況

施設整備基準等に定める教室等の確保及び面積確保状況

多様な指導方法に対応した教室等の整備状況

多様な指導方法に対応した教室等の活用状況

音環境

温熱環境

光・視環境

空気質環境

機能性

耐用性・信頼性

対応性・更新性

生物環境の保全

まちなみ・景観への配慮

地域性・アメニティへの配慮

建物の熱負荷制御

自然ｴﾈﾙｷﾞｰ利用

設備システムの高効率化

効率的運用

水資源保護

非再生性資源の使用量削減

汚染物質含有材料の使用回避

地球温暖化への配慮

地球環境への配慮

周辺環境への配慮

近隣への日照阻害の抑制状況

近隣への砂塵対策状況

近隣への球技用の球の侵入対策状況

校庭の開放

体育館の開放

教室等の開放

サービス性Ｑ２

環境への適応性

学習活動への適応性

評価項目

情報化対応

学習環境の整備

室内環境Ｑ１

室内環境(敷地内）Ｑ３

エネルギーＬＲ１

資源・マテリアルＬＲ２

敷地外環境ＬＲ３

近隣への迷惑防止対策

その他

地域開放への対応

評価区分 評価方法

31項目を５段階により評価した平均点

棟ごとに評価

14項目を５段階により評価した平均点

棟ごとに評価

4項目を５段階により評価した平均点

学校全体で評価

CASBEE学校により，指標20項目で算出した，建築

物の環境効率指標を５段階で評価

学校全体で評価

6項目を５段階により評価した平均点

学校全体で評価

主な実態把握情報

安全性

快適性

学習活動への適応性

学校アンケート

現場調査

学校アンケート

現場調査

CASBEE 学校※

環境衛生検査

学校アンケート

（ヒアリング含む）

学校アンケート

現場調査

その他

環境への適応性
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【図表：学校カルテ】 
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■立川市公共施設保全計画 

 →実態把握シートによる劣化状況の一元的な管理 

 

・立川市では，建物の実態把握及び劣化状況を調査するにあたり，まず事前調査として，学校施設台

帳や工事履歴等の資料・データから現地調査により確認すべき事項をリストアップしている。 

・現地調査では，施設管理者からのヒアリング等による不具合箇所を確認するとともに，事前調査に

よりリストアップした項目を目視により確認し，部位毎に劣化状況を図表「部位別技術判断基準」

のとおり 4段階で評価している。 

 

 ▸評価指標 

  Ａ評価・・・概ね良好 

  Ｂ評価・・・部分的に経年劣化が見られる 

  Ｃ評価・・・全体的に経年劣化が見られる 

  Ｄ評価・・・早急に対応する必要がある劣化・不具合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【図表：部位別技術判断基準】 ※下記図表は一部 
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・現地調査の結果については，実態把握シートに反映させている。 

・現況劣化度は，5年に 1 度現地調査を実施し，見直しを行っている。また，改修工事の更新記録は 

原則，施設の改修を実施した時点で更新，または，改修した建物，工事項目をまとめておいて 5 年 

に 1 度の見直しの時に更新する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表：実態把握シートの構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表：概要書】 

 



３．記載事例・参考事例  

 

 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表：総括シート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表：詳細シート】 


